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NY マーケットレポート（2016 年 5 月 19 日） 
 

NY 市場では、序盤に発表された米新規失業保険申請件数や、フィラデルフィア連銀景況指数が市場予想より悪い内容となったも

のの、リッチモンド連銀総裁が「6 月に金利を引き上げる根拠は非常に強いと考えられる」と発言したことから、早期の利上げが

近いとの見方が強まり、ドルが主要通貨に対して上昇した。その後は、原油価格や欧米の株価が大きく下落したことが嫌気され、

ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。ただ、ニューヨーク連銀総裁も「6 月の FOMC はライブの会合になる」とし、6-7 月の

利上げは条件が整えば妥当との見方を示したことから、ドルは底固い動きとなった。一方、ブラジル・レアルなどの新興市場通

貨は対ドルなどで軟調な動きとなった。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 

21：00 

ドル/円 109.92  ユーロ/円 123.02  ユーロ/ドル 1.1192 

21：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 

英 FT100 6106.56 -56.24 
ダウ 

先物ミニ 
17470 -9 

仏 CAC40 4311.67 -7.63 
S&P 

500ミニ 
2039.50 -2.00 

独 DAX 9892.31 -50.92 
NASDAQ 

 100ミニ 
4327.75 -4.50 

出所：SBILM 

 

 

21：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4 月ポーランド生産者物価指数（前月比） 0.3％（予想 0.0%・前回 -0.3%） 

前回発表の-0.1％から-0.3％に修正  

 

4 月ポーランド生産者物価指数（前年比） -1.2％（予想 -1.3%・前回 -1.9%） 

前回発表の-1.7％から-1.9％に修正 

 

4 月ポーランド小売売上高（前月比） 0.3％（予想 0.2%・前回 14.0%） 

 

4 月ポーランド小売売上高（前年比） 3.2％（予想 3.0%・前回 0.8%） 

 

 
出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

米新規失業保険申請件数 27.8 万件（予想 27.5 万件・前回 29.4 万件） 

 

米失業保険継続受給者数 215.2 万人（予想 215.8 万人・前回 216.5 万人） 

前回発表の 216.1 万人から 216.5 万人に修正 

 

 

出所：Bloomberg 

 



 
                                           

4 

 
出所：Bloomberg 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

5 月フィラデルフィア連銀景況指数 -1.8（予想 3.0・前回 -1.6） 

 

 

出所：Bloomberg 
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経済指標データ 

≪フィラデルフィア連銀指数≫ 

        5 月・・ 4 月・・ 3月・・ 2月・・ 1 月・・ 12月  

景況指数・・・ -1.8・・ -1.6・ ・12.4・・ -2.8・・ -3.5・・-10.2 

仕入価格・・・ 15.7・・ 13.2・・ -0.9・・ -2.2・・ -1.1・・ -8.3 

販売価格・・・ 14.8・・  7.4・・  3.5・・ -4.5・・ -2.8・・ -8.5 

新規受注・・・ -1.9・・  0.0・・ 15.7・・ -5.3・・ -1.4・・-11.1 

出荷・・・・・ -0.5・・-10.8・・ 22.1・・  2.5・・ 9.6・・ -2.1 

受注残・・・・ -8.8・・ -6.3・・ -1.9・・-12.7・・ -8.8・・-17.6 

入荷遅滞・・・-14.6・・ -9.9・・  0.3・・-16.1・・ -7.6・・ -6.1 

在庫水準・・・ -2.5・・-20.5・・-12.7・・-17.1・・-15.7・・ -5.7 

雇用者数・・・ -3.3・・-18.5・・ -1.1・・ -5.0・・ -1.9・・ 2.2 

6 ヵ月先予想  

        5 月・・4月・・ 3 月・・ 2月・・1月・・12月 

景況指数・・・ 36.1・・42.2・・28.8・・ 17.3・・19.1・・24.1 

仕入価格・・・ 24.8・・36.7・・24.7・・ 11.9・・18.8・・26.0 

販売価格・・・ 10.5・・22.6・・15.1・・  2.1・・10.1・・15.0 

新規受注・・・ 39.9・・48.7・・38.8・・ 19.8・・21.1・・34.5 

出荷・・・・・ 37.9・・41.0・・34.2・・ 20.2・・22.0・・36.6 

受注残・・・・ 14.5・・15.8・・12.4・・ -2.6・・ 0.2・・ 7.4 

入荷遅滞・・・ -2.2・・ 0.5・・-3.7・・-10.3・・-6.5・・-2.3 

在庫水準・・・-12.0・・-3.9・・-14.0・・-8.9・・ 1.5・・-1.7 

雇用者数・・・ 12.0・・14.2・・ 6.3・・  2.3・・  5.5・・ 7.0 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4 月シカゴ連銀全米活動指数 0.10（予想 -0.20・前回 -0.55） 

前回発表の-0.44 から-0.55 に修正 

 

 

出所：Bloomberg 
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21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

3 月カナダ卸売売上高（前月比） -1.0％（予想 -0.5%・前回 -2.3%） 

前回発表の-2.2％から-2.3％に修正 

 

 
出所：Bloomberg 

 

21：40 

≪ 要人発言 ≫ 

ラッカー・リッチモンド連銀総裁 

 

・「市場は 3・4 月に FOMC の示唆を誤解した」 

・「市場は利上げ見送りの可能性を過大評価した」 

・「4 月 FOMC では利上げを支持した」 

・「FOMC は 3月に利上げするのが妥当だった」 

 

・「今の FOMC では見解が極めて分かれている」 

・「6月利上げの根拠は強い」 

・「世界経済と金融のリスクは低下」 

・「ドルが米成長リスクになるとは思わない」 

 

・「英国の EU離脱は米景気後退引き起こさない」 

・「英国の EU離脱問題で、7月まで利上げ見送る根拠の可能性も」 

・「今年 4回利上げに違和感ない」 

 

21：50 

≪ 要人発言 ≫ 

黒田日銀総裁～仙台市内で記者団に 

 

・「世界経済のリスクについて十分注視していきたい」 

・「マイナス金利で経済や物価にプラスの効果出ている」 

・「日銀の金融政策は物価目標安定の達成のために実施」 

・「必要と判断すれば躊躇なく緩和措置講じる」 

 

・「毎会合でリスク点検し、必要なら 3 次元で躊躇なく追加」 

・「効果浸透はっきりするまで何もしないわけではない」 

・「現時点では効果浸透良く見ていく（マイナス金利）」 

・「あくまで英国民が選択、十分注視（英国民投票）」 

・「さまざまなリスクある、忌憚ない意見交換を（G7）」 
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22：22 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

南ア政策金利発表 7.00％（予想 7.00%・前回 7.00%） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

22：37 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17459.3.7 -67.25 

ナスダック 4729.64 -9.48 

出所：SBILM 

 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4 月米景気先行指標総合指数（前月比） 0.6％（予想 0.4%・前回 0.2%） 
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出所：Bloomberg 

 

 

 

指標結果データ 

≪米景気先行指数≫ 

        4 月・・3月・・2月・・1月・・12 月・・11月 

先行指数・・・・0.6・・0.2・・0.1・・-0.2・・-0.3・・0.4 

一致指数・・・・0.3・・0.0・・0.2・・ 0.2・・ 0.2・・0.0 

遅行指数・・・・0.3・・0.5・・0.4・・ 0.3・・-0.1・・0.5 

 

 

 

23：30 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、前日公開された米 FOMC議事録が 6月の利上げ可能性を示唆したことが引き続き嫌気され、売りが優勢となった。ダ

ウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、一時前日比で 169 ドル安まで下落した。   

 

 

 

23：35 

≪ 要人発言 ≫ 

ダドリー・NY 連銀総裁 

 

・「FOMC の政策スタンス見通しはデータ次第」 

・「データが政策に与える影響、市場が理解するのは重要」 

・「6月の FOMC は、間違いなくライブ会合」 

・「6-7 月の利上げは妥当、景気が自身の予想通りなら」 

 

・「米経済はトレンド上回る成長、労働市場は一段とタイト」 

・「第 1四半期の米景気減速はやや意外だった」 

・「インフレ率が 2％に戻ると確信」 

・「より強い不透明感は成長の行方」 
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≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）米失業保険申請件数は、前週比-1.6 万件の 27.8 万件となり、4 週ぶりに減少した。節目となる 30 万人を 63 週連続で下回ってお

り、1973 年以来の連続記録。申請件数の 4 週移動平均は、前週比+7500 件の 27 万 5750 件。また、集計が 1 週遅れる失業保険継続

受給者数は、前週比-1.3 万人の 215.2 万人となり、2 週ぶりのマイナスとなった。受給者総数の 4 週移動平均は、前週比+4250 人

の 214 万 2500人。受給者比率は、前週比横ばいの 1.6％だった。 

 

（2）南アフリカ中銀は、政策金利を据え置いた。インフレ期待が高止まりしているものの、利上げを休止した。金融政策委員会は、昨

年 7 月以来、計 1.25 ポイントの利上げを実施した。景気見通し悪化や同国格付けが投資不適格級に引き下げられる恐れがあるもの

の、インフレ抑制を余儀なくされてきた。政府や世界銀行、IMF の予測では、干ばつや商品安の打撃を受けている南アの経済成長

率は 2016 年に 1％未満に減速すると見込まれている。クガニャゴ総裁によると、金融政策委員会は今年の成長率見通しを 0.6％と

し、これまでの 0.8％から引き下げた。 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6053.35 -112.45 

仏 CAC40 4282.54 -36.76 

独 DAX 9795.89 -147.34 

ストック欧州 600指数 333.91 -3.67 

ユーロファースト 300指数 1310.57 -15.21 

スペイン IBEX35 指数 8674.70 -100.40 

イタリア FTSE MIB 指数 17545.56 -168.06 

南ア アフリカ全株指数 52370.10 -427.13 

出所：SBILM 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、米国の早期利上げ観測の高まりが投資家心理を冷やし、主要株価は大幅下落となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17365.62（-161.00）、S&P500 2027.01（-20.62） ナスダック 4686.55（-52.57) 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、6 月の米追加利上げ観測を背景にした前日の大幅下落の反動で、買い戻しが先行した。原油などの商

品先物や米国株が大きく値下がりし、投資家がリスク回避姿勢を強めたことも、安全資産とされる米国債の買いを促した。  

 

午前の利回りは、30年債が 2.64％（前日 2.66％）、10年債が 1.84％（1.86％）、7年債が 1.66％（1.67％）、5年債が 1.38％（1.39％）、

3 年債が 1.05％（1.07％）、2年債が 0.89％（0.90％）。 

 

 

2：00 

≪米 10 年物 TIPS 入札≫ 

 

最高落札利回り・・・・・0.275％（前回 0.315％） 

最低落札利回り・・・・・0.120％（前回 0.140％） 

最高利回り落札比率・・・ 33.31％（前回 29.53％） 

応札倍率・・・・・・・・ 2.27 倍（前回 2.25 倍） 

発行額・・・・・・・・110億ドル（前回 110 億ドル） 

 

 

3：35  

NY 金は、中心限月が前日比 19.60 ドル安の 1 オンス＝1254.80 ドルで取引を終了した。 

 

 

4：30 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.03 ドル安の 1バレル＝48.16 ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1254.80 -19.60 

NY 原油 48.16 -0.03 

出所：SBILM 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、前日公表の FOMC議事録が、6月の追加利上げの可能性を示唆したことを材料に、金を売る動きが加速した。また、米失業保

険申請件数の減少も利上げへの警戒感を強める要因となった。 
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出所：Bloomberg 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、早期の米追加利上げ観測を背景にドルがユーロなどに対して上昇し、ドル建て原油の割高感から売りが優勢となった。た

だ、その後は、ナイジェリアの石油関連施設の閉鎖が報道されたことを受けて買い戻しが入り、下げ幅を縮小する動きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17435.40 -91.22 17514.16 17331.07 

S&P500 種 2040.04 -7.59 2044.21 2025.91 

ナスダック 4712.53 -26.59 4735.27 4678.38 

出所：SBILM 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、前日公開された米FOMC議事録が6月の利上げ可能性を示唆したことが引き続き嫌気され、序盤から売りが優勢となった。

ただ、その後は下げ幅を縮小する動きとなった。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、一時前日比で 195 ドル安まで下落した。

その後は、小動きながら下げ幅を縮小する動きとなった。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

主要通貨 NY終値 NY高値 NY安値 

USD/JPY 109.99  110.24  109.71  

EUR/JPY 123.19  123.31  122.93  

GBP/JPY 160.65  160.93  160.16  

AUD/JPY 79.48  79.49  79.03  

NZD/JPY 74.16  74.26  73.91  

EUR/USD 1.1201  1.1228  1.1180  

AUD/USD 0.7228  0.7230  0.7176  

出所：SBILM 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、アジア市場から続いた軟調な動きが一服し、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。しかし、その後は原油価格や

株価が大きく下落したことを受けて、円の買い戻しが強まり、軟調な動きが続いた。その後は終盤まで上値の重い動きが続いた。 

 

 

出所：Bloomberg 

出所：Bloomberg 
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